
 

 

                          

 

２
０
１
５
年
９
月
５
日
、
12
日
と
二
週
に
わ
た

っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
90
年
ド
ラ
マ
「
経
世
済
民
の
男 

小
林
一
三
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。「
経
世
済
民
」

と
は
、中
国
の
古
典
に
因
む
言
葉
で
、「
世
を
經（
お

さ
）
め
、
民
を
濟
（
す
く
）
う
」
の
意
味
で
「
経

済
」
の
語
源
だ
そ
う
で
す
。
阪
神
間
の
一
大
文
化

圏
を
築
い
た
阪
急
電
鉄
の
創
始
者
・
小
林
一
三
の

生
涯
を
描
い
た
こ
の
ド
ラ
マ
。
こ
の
作
品
自
体
は

手
塚
治
虫
と
直
接
的
な
関
連
は
な
い
も
の
の
、
手

塚
治
虫
の
人
生
や
そ
の
作
品
は
、
阪
急
文
化
の
影

響
な
し
に
は
語
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は
「
阪
急
文
化
と
手
塚
治
虫
」
に
つ
い

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◎
阪
急
の
創
始
者
・
小
林
一
三 

 
小
林
一
三
は
、
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
１
月 

３
日
、
山
梨
県
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
阪
急
電
鉄
・

宝
塚
歌
劇
団
・
阪
急
百
貨
店
・
東
宝
を
は
じ
め
と

す
る
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
で
す
。
鉄
道

を
起
点
と
し
た
都
市
開
発
に
成
功
。
手
塚
治
虫
が

幼
少
期
を
過
ご
し
た
阪
急
宝
塚
線
の
沿
線
開
発
に

尽
力
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
手
塚
治
虫
が
通
っ

た
池
田
師
範
附
属
小
学
校
の
跡
地
に
は
、
現
在
、

阪
急
関
連
の
歴
史
資
料
を
集
め
た
「
池
田
文
庫
」

が
建
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
43
（
１
９
１
０
）
年
、
小
林
一
三
は
阪
急

電
鉄
の
前
身
と
な
る
「
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
」
を

開
業
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
大
阪
は

「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
、
東
京
を
抜
い
て
日
本
第

一
の
都
市
に
成
長
し
ま
し
た
。
小
林
一
三
の
事
業

の
成
功
を
支
え
た
の
は
、「
こ
う
い
う
暮
ら
し
を
し

た
い
」と
い
う
庶
民
の
夢
を
的
確
に
と
ら
え
る
力
。

「
煙
の
都
」
と
言
わ
れ
た
大
阪
市
内
か
ら
、
緑
豊

か
な
郊
外
住
宅
で
の
生
活
を
謳
っ
た
鉄
道
事
業
モ

デ
ル
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、宝
塚
、

神
戸
、
京
都
と
沿
線
拡
大
し
て
い
く
起
点
と
な
っ 

た
の
が
、
大
阪
の
梅
田
駅
で
し
た
。               

 

 

 

 

 
 

☆手塚治虫が25歳まで過ごした阪急宝塚沿線☆ 

阪急文化と手塚治虫 

 

田浦 紀子         TAURA noriko 

 

 手塚治虫が想い描く阪急沿線の風景 
 

★『ブラック・ジャック』『どついたれ』 

  『アドルフに告ぐ』『紙の砦』★ 

1978 年大阪市生まれ。京都精華

大学芸術学部卒業。在学時代に阪

神間の手塚治虫ゆかりの地を記

した研究誌「虫マップ」を発表。

改訂を重ねながら様々な媒体で

発信し続け現在に至る。近年は大

阪を中心に、手塚治虫ゆかりの地

をめぐるまち歩きツアーやイベ

ントを主宰。 

宝塚の花の道にある小林一三像 

 



 

 

◎
大
阪
梅
田
の
阪
急
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

  
大
阪
梅
田
の
阪
急
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
昭
和
４

（
１
９
２
９
）
年
、
世
界
初
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ

ー
ト
（
鉄
道
駅
を
併
設
し
た
百
貨
店
）
と
し
て
誕

生
。
地
上
８
階
地
下
２
階
建
の
ビ
ル
で
、
当
初
は

阪
急
の
マ
ル
ー
ン
カ
ラ
ー
に
近
い
濃
紫
褐
色
の
タ

イ
ル
が
外
観
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、

次
々
に
増
改
築
を
繰
り
返
し
て
店
舗
面
積
を
拡
大
。

戦
後
、
外
観
は
ク
リ
ー
ム
色
の
タ
イ
ル
に
張
り
替 

   

             

え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
、
旧
本
社
（
旧
阪
急

マ
ー
ケ
ッ
ト
）
ビ
ル
を
解
体
撤
去
し
、
第
二
期
の

増
築
工
事
に
着
手
。
翌
６
（
１
９
３
１
）
年
に
工

事
が
完
成
。
こ
の
阪
急
ビ
ル
の
第
二
期
増
築
工
事

で
誕
生
し
た
の
が
、
ア
ー
チ
型
天
井
に
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
が
灯
る
優
美
な
空
間「
梅
田
駅
コ
ン
コ
ー
ス
」

で
す
。
昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
に
阪
急
梅
田
駅

が
Ｊ
Ｒ
の
北
側
に
移
転
す
る
ま
で
は
、
阪
急
ビ
ル

１
階
が
阪
急
電
車
の
乗
降
場
で
し
た
。
旧
阪
急
梅 

   

             

田
駅
コ
ン
コ
ー
ス
は
２
０
０
５
年
に
解
体
。
現
在

は
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
と
伊
東
忠
太
が
意
匠
を
手
が

け
た
東
西
の
壁
画
が
、
阪
急
百
貨
店
13
階
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
テ
ー
ブ
ル
」
に
移
設
さ

れ
、
そ
の
空
間
を
再
現
し
て
い
ま
す
。 

コ
ン
コ
ー
ス
の
東
西
の
壁
画
に
は
、
中
国
神
話

の
四
神
（
青
龍
・
朱
雀
・
白
虎
・
玄
武
）
が
配
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
玄
武
は
亀
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
電
鉄
会
社
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
代
わ
り
に
ギ
リ
シ
ア
神 

   

             

阪
急
ビ
ル
全
景
（
２
０
０
５
年
）： 

（
阪
神
百
貨
店
歩
道
橋
・
南
西
方
向
よ
り
） 

 

タ
イ
ル
の
色
が
竣
工
当
時
と
異
な
る 

阪
急
ビ
ル
１
・
２
期
全
景
（
昭
和
６
年
） 

（「
建
築
と
社
会
」
第
15
巻
第
２
号 

昭
和
７
年
よ
り
） 

濃
紫
褐
色
の
タ
イ
ル
が
外
観
に
使
用
さ
れ
て
い
た 

旧
阪
急
梅
田
駅
コ
ン
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

（
２
０
０
５
年
） 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
テ
ー
ブ
ル 

 
 
 
 
 
 

（
２
０
１
２
年
～
） 



 

 

 

話
よ
り
ペ
ガ
サ
ス
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。「
阪
急
電

車
の
快
速
と
威
力
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、 

龍
・
鳳
凰
・
獅
子
・
天
馬
が
ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
で

描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
壁
画
中
央
の
「
太
陽

に
住
む
ヤ
タ
ガ
ラ
ス（
三
本
足
の
カ
ラ
ス
）」と「
月

に
住
む
兎
」
は
、「
阪
急
電
車
の
日
夜
の
運
行
」
を

意
味
し
ま
す
。 

 

◎
手
塚
作
品
に
描
か
れ
た
阪
急
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

 

関
西
で
25
年
間
を
過
ご
し
、
大
学
時
代
は
毎
日
、

自
宅
の
宝
塚
ら
大
阪
ま
で
阪
急
宝
塚
線
で
通
学
し

て
い
た
手
塚
治
虫
に
と
っ
て
、
阪
急
梅
田
駅
近
辺

は
よ
ほ
ど
思
い
出
深
い
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』『
ど
つ
い
た
れ
』『
ア

ド
ル
フ
に
告
ぐ
』『
紙
の
砦
』
そ
の
他
エ
ッ
セ
イ
な

ど
、
作
中
に
何
度
も
し
ま
す
。
中
で
も
、
自
伝
的

漫
画
『
紙
の
砦
』
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
昭
和
20

（
１
９
４
５
）
年
８
月
15
日
の
夜
、「
大
阪
の
街

の
灯
り
」
を
見
て
平
和
を
実
感
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
し
て
有
名
で
す
。
同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
エ
ッ

セ
イ
等
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
場
所
が「
阪

急
百
貨
店
」と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
の
が『
Ｃ

Ｏ
Ｍ
』
に
連
載
さ
れ
た
「
ぼ
く
の
ま
ん
が
記
」
で

す
。 

 

ぼ
く
は
そ
の
夜
、
自
宅
の
宝
塚
か
ら
、
阪
急
電
車

に
乗
っ
て
、
大
阪
へ
で
て
い
っ
た
。
車
内
は
ガ
ラ

ン
と
し
て
幽
霊
電
車
の
よ
う
に
さ
み
し
か
っ
た
。

「
あ
っ
、
大
阪
の
町
に
灯
り
が
つ
い
て
い
る
！
」

ぼ
く
は
目
を
見
は
っ
た
。
阪
急
百
貨
店
の
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
が
目
も
く
ら
む
ば
か
り
に
輝
い
て
い
る
。

何
年
ぶ
り
だ
ろ
う
！
灯
り
が
つ
い
た
の
は
。「
あ
あ
、

ぼ
く
は
生
き
残
っ
た
ん
だ
。
幸
福
だ
」
こ
れ
が
平

和
と
い
う
も
の
な
ん
だ
！  

 

（『
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

』
１
９
６
８
年
１
月
号
収
録 

「
ぼ
く
の
ま
ん
が
記  

戦
後
児
童
ま
ん
が
史
１
」

よ
り
） 

            

 

 Ⓒ手塚プロダクション 

伴
俊
男 

著
『
手
塚
治
虫
物
語
』
よ
り 

 
 
 

初
代
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
描
か
れ
て
い
る 



 

 

 

           

              

手
塚
先
生
の
元
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
伴
俊
男
さ
ん

が
１
９
８
９
年
～
９
２
年
に
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」

に
連
載
し
た
『
手
塚
治
虫
物
語
』
に
は
、
阪
急
梅

田
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
輝
く
初
代
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が 

史
料
に
忠
実
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
終
戦
直
後
の
昭
和
21
（
１
９
４
６
）

年
に
、
靴
磨
き
の
少
年
が
集
ま
る
梅
田
駅
を
映
し

た
朝
日
新
聞
社
の
写
真
を
見
る
と
、
終
戦
時
の
梅

田
駅
に
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
阪
急
の
社
史
に
よ
る
と
、
戦

時
中
は
金
属
回
収
令
に
よ
り
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
供

出
さ
せ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

手
塚
治
虫
が
灯
火
管
制
が
解
か
れ
た
後
に
見
た

「
灯
り
」
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
で
は
な
く
、
小
ぶ
り

の
照
明
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

  

         

ち
な
み
に
講
談
社
手
塚
治
虫
漫
画
全
集
『
手
塚

治
虫
講
演
集
』
な
ど
に
、
同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

共
に
こ
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
初
出
は

１
９
６
８
年
の
『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
』
で
あ
る
た
め
、
現
在
、

阪
急
百
貨
店
で
保
存
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

と
は
時
期
が
異
な
り
、
直
接
的
な
モ
デ
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。『
Ｃ
Ｏ
Ｍ
』
連
載
当
時
の
阪
急
百
貨
店

に
存
在
し
た
の
は
、
梅
田
駅
移
転
の
１
９
７
２
年

ま
で
存
在
し
た
二
代
目
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
で
す
が
、

描
か
れ
た
絵
と
ま
っ
た
く
形
状
が
異
な
る
た
め
、

写
真
資
料
な
ど
は
一
切
参
考
に
せ
ず
に
描
い
た
絵

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
阪
急
百
貨
店
に
保
存
さ

れ
て
い
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
、
梅
田
駅
の
移
転
に

伴
う
阪
急
の
第
８
期
工
事
完
了
後
の
１
９
７
２
年
、

百
貨
店
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
際
、「
ブ
ロ
ン
ズ 

  

         

竣工当時の阪急梅田駅コンコース 
（「建築と社会」第15巻第2号 昭和7年より） 

 Ⓒ手塚プロダクション 

伴
俊
男 

著
『
手
塚
治
虫
物
語
』
よ
り 

梅
田
駅
コ
ン
コ
ー
ス
の
初
代
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

靴
磨
き
の
少
年
が
集
ま
る
昭
和
21
年
の
梅
田
駅 

（
朝
日
新
聞
社
）
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
撤
去
さ
れ
、
傘
ラ
ン
プ 

 

の
よ
う
な
小
ぶ
り
の
照
明
器
具
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

「
阪
急
沿
線
」
No
．
19
（
１
９
７
７
年
５
月
発
行
）
表
紙 

写
真
の
説
明
は
な
か
っ
た
が
、
発
行
年
よ
り
10
年
以
上
前
に
撮
影
さ 

れ
た
写
真
と
推
察
。
戦
後
の
二
代
目
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
映
っ
て
い
る
。 



 

 

大
時
計
」
と
共
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 
◎
村
野
藤
吾
の
梅
田
吸
気
塔 

 

ス
テ
ン
レ
ス
板
で
囲
ま
れ
た
不
思
議
な
オ
ブ
ジ

ェ
が
御
堂
筋
の
北
端
の
阪
急
百
貨
店
前
に
存
在
し

ま
す
。
１
９
６
３
年
、
建
築
家
・
村
野
藤
吾
に
よ

っ
て
設
計
さ
れ
た
梅
田
吸
気
塔
。
再
開
発
著
し
い

梅
田
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
だ
け
が
約

半
世
紀
の
時
を
刻
み
続
け
て
い
ま
す
。 

                

こ
の
梅
田
吸
気
が
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』

「
ア
リ
の
足
」の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
登
場
し
ま
す
。 

小
児
麻
痺
の
少
年
・
光
男
が
広
島
か
ら
大
阪
ま
で

の
徒
歩
旅
行
の
末
、
た
ど
り
着
い
た
の
が
こ
の
場

所
と
い
う
設
定
。
吸
気
塔
の
背
後
に
は
、
当
時
の

阪
急
の
社
章
が
か
け
ら
れ
た
阪
急
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、

阪
急
航
空
ビ
ル
、
黒
光
り
す
る
富
国
生
命
ビ
ル
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
社
章
は
「
京
阪
神
急
行
電
鉄
」
を
意
味
し

ま
す
。
１
９
４
３
年
～
１
９
９
２
年
ま
で
使
わ
れ

て
い
た
阪
急
電
鉄
の
社
章
。
京
都
・
大
阪
・
神
戸

の
市
章
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
阪
神
急
行
電

鉄
時
代(

１
９
１
８
年
～
４
２
年)

は
、
外
側
の
丸

と
内
側
の
６
つ
の
三
角
は
な
く
、
京
阪
電
気
鉄
道

を
合
併
す
る
際
に
京
都
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 阪急百貨店建て替え前の2005年撮影 



 

 

                          

◎
『
ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
』
で
描
か
れ
た 

阪
急
電
車 

 
 

ド
ラ
マ「
経
世
済
民
の
男 

小
林
一
三
」で
は
、

阪
急
電
鉄
の
神
戸
線
開
業
を
め
ぐ
っ
て
、
ラ
イ
バ

ル
阪
神
電
鉄
と
の
熾
烈
な
競
争
が
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。
昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
、
阪
神
間
を
最

短
時
分
で
結
ぶ
、
神
戸
線
の
特
急
車
両
９
０
０
系

が
登
場
し
ま
す
。
９
０
０
～
９
１
９
の
20
両
が
製

造
さ
れ
、
昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
ま
で
運
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

             
現
在
、

阪
急
の
正
雀
工
場
に
は
９
０
０
系
の
車
両
が
復
元

保
存
さ
れ
て
お
り
、
年
に
２
回
程
度
開
催
さ
れ
る

鉄
道
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
乗
車
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

 

実
は
こ
の
９
０
０
系
が
、『
ア
ド
ル
フ
に
告
ぐ
』

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
峠
草
平
は
、
仁
川
警
部
と

と
も
に
小
城
先
生
宅
へ
向
か
い
ま
す
。「
じ
ゃ
あ
、

そ
の
小
城
先
生
い
う
教
師
の
家
へ
行
っ
て
み
よ

か
」
と
い
う
台
詞
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
戸

線
を
走
る
９
０
０
系
で
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

              

当時の阪急百貨店大食堂のライスカレー再現 
 お皿は阪急百貨店の社章。阪神急行電鉄時代の電鉄と 

 百貨店は同様の社章が使用され、阪急電鉄が京阪電鉄

を合併後も百貨店ではこちらの社章が継承された。 

大阪歴史博物館８階常設展の壁面写真より 
 阪急ビルのてっぺんには当時の阪急（京都線を合併する 

 前の阪神急行電鉄）の社章。そのすぐ横の看板には「神 

 戸の中心三宮へ特急25分」のキャッチコピーが見える。 

現在保存されている900系車両 
 阪急正雀工場の鉄道イベントの体験運転の際に 

筆者の弟・高坂史章が撮影。前１両のみ。 

阪神急行電鉄900系鉄道模型 
 （阪急百貨店で開催の特別展「小林一三ワールド」にて撮影） 



 

 

 
昭
和
10
年
代
の
阪
神
間
を
舞
台
に
し
た
『
ア
ド
ル

フ
に
告
ぐ
』
に
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
が
リ
ア

ル
に
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
曽
根
崎
警
察
署
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
た
峠
草

平
が
仁
川
警
部
と
と
も
に
梅
田
駅
に
向
か
う
シ
ー

ン
で
阪
急
ビ
ル
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
仁
川
警
部

の
「
な
ー
に
、
電
車
ン
乗
っ
て
二
つ
ほ
ど
む
こ
う

の
駅
や
さ
か
い
」
と
い
う
台
詞
か
ら
、
仁
川
邸
は

手
塚
治
虫
の
母
校
・
北
野
中
学
の
あ
っ
た
十
三
あ

た
り
に
設
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

    

 

◎
む
す
び
に
か
え
て 

 

「
駅
の
乗
降
場
」
と
い
う
日
常
の
公
共
空
間
こ

そ
豪
華
に
し
た
梅
田
の
阪
急
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、

あ
る
意
味
「
経
世
済
民
の
男 

小
林
一
三
」
の
思

想
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
優
美
な
ア
ー
チ
型

の
梅
田
駅
コ
ン
コ
ー
ス
の
「
灯
り
」
に
終
戦
の
喜 

び
を
感
じ
た
と
い
う
手
塚
治
虫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、 

実
は
阪
急
文
化
へ
の
潜
在
的
な
憧
れ
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

    

           

 

             

『アドルフに告ぐ』より 
  大阪の仁川警部の自宅より神戸の小城先生の 

  アパートに向かうシーンで描かれている阪急 

  電車は、当時神戸線を走っていた900系車両。 
           

         Ⓒ手塚プロダクション 

 

『アドルフに告ぐ』より 
  尾行するランプの部下の車の向こうには、 

  阪急梅田駅に向かう峠草平と仁川警部。 
 

                Ⓒ手塚プロダクション 

阪急ビル全景 

（南東方向より。写真提供：中尾嘉孝氏） 


